
私
が
勤
務
し
て
い
る
山
古
志
支

所
産
業
課
は
、
総
勢
十
四
人
 

（
全
員
男
性
）
で
、
そ
の
半
分
が

応
援
の
派
遣
職
員
で
す
。
あ
と
の

皆
さ
ん
は
、
す
べ
て
山
古
志
出
身

者
で
、
い
ず
れ
も
仮
設
住
宅
に
住

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
明
る
い
方

ば
か
り
で
、
被
災
で
家
が
全
壊
し

た
人
も
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

雰
囲
気
は
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。
名

字
の
同
じ
人
が
多
い
の
で
、
皆
さ

ん
名
前
で
呼
び
合
い
、
家
族
的
な

感
じ
で
す
。 

産
業
課
の
応
援
職
員
の
う
ち
、

私
を
含
む
四
人
が
農
地
・
農
道
・

水
路
・
た
め
池
の
復
旧
を
担
当
し
、

残
る
三
人
は
、
養
鯉
池
の
復
旧
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
 

産
業
課
は
、
農
林
業
と
商
工
観

光
を
担
当
し
て
お
り
、
角
突
き
 

（
闘
牛
）
大
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
仮
設
の
闘
牛
場
で
、

第
一
回
目
を
五
月
四
日
に
開
催
し
、

大
好
評
で
し
た
（
第
二
回
目
は
、

六
月
十
九
日
、
以
降
十
一
月
ま
で

八
回
開
催
）
。
開
催
日
の
一
カ
月

前
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
、

遠
い
と
こ
ろ
で
は
、
九
州
な
ど
県

外
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
す
（
問
い
合
わ
せ
先
：
山
古

志
支
所
産
業
課
・
　
０
２
５
８
―

４
６
―
１
５
０
４
）。
 

           六
月
二
十
八
日
、
梅
雨
入
り
し

た
途
端
に
大
雨
が
降
り
、
山
古
志

は
全
面
封
鎖
さ
れ
ま
し
た
。 

長
岡
市
中
心
部
は
大
丈
夫
で
し

た
が
、
周
辺
市
町
村
は
か
な
り
の

被
害
を
受
け
た
よ
う
で
す
。 

長
岡
市
の
蓬
平
地
区
や
山
古
志

地
内
で
も
土
砂
崩
れ
が
あ
り
、
山

古
志
へ
の
進
入
路
や
同
地
内
の
主

要
道
路
が
、
何
個
所
か
通
行
止
め

に
な
り
ま
し
た
。 

翌
日
、
雨
の
降
り
具
合
を
見
て
、

現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

山
腹
や
沢
か
ら
大
量
の
水
が
流
れ

出
て
、
田
植
え
を
し
た
ば
か
り
の

田
に
土
砂
が
流
入
・
堆
積
し
、
新

た
な
被
害
が
出
ま
し
た
。 

被
害
は
、
拡
大
し
て
い
く
一
方

で
す
。 

こ
れ
以
上
雨
が
降
ら
な
い
こ
と

を
祈
り
た
い
で
す
。 

（
六
月
三
十
日
執
筆
） 

角突き大会の様子 

大雨による土砂崩れの様子 


